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著書

1. Kashima, T., Y. Hisada: "Chapter 14: S2HM Practice and Lessons Learned from the 2011 Tohoku Earthquake in Japan", Seismic Structural Health Monitoring: From Theory to Successful Applications, Springer (ed. M.P. Limongelli, and M. Celebi), 2019.

査読付き論文

1. 久田嘉章, 田中信也, 金田惇平, 寺本彩乃, 中村 航, 村上正浩, 鱒沢 曜, 境 茂樹, 仲野健一, 森 清隆, 木本幸一郎：2016年熊本地震の地表地震断層の近傍における建物の被害調査と活断層対策、日本地震工学会論文集, 第20巻, 2号, pp.90-132, 2020.
2. 田中信也，金田惇平，中村航，久田嘉章：2016年熊本地震におけるKiK-net益城と益城町下陳の地震動と建物被害の違いの原因について、日本地震工学会論文集, 19巻, 5号, pp.59-76, 2019.
3. 中西真子, 久田嘉章, 山下哲郎：既存超高層建築のリスク評価手法を用いた制振補強による費用対効果に関する研究、日本地震工学会論文集, 第19巻, 5号, pp.440-462, 2019.
国際学会論文（査読付も含む）

1. Hisada, Y., S. Tanaka: WHAT IS FLING STEP? – ITS PHYSICS, THEORY, AND STRONG GROUND MOTION SIMULATION NEAR SURFACE FAULT RUPTURE –, 17th World Conf. Earthq. Engng., 2020 (in print).
学術雑誌、商業誌、研究機関への研究報告、展望、解説、論説など

1. 久田嘉章：地表地震断層の断層変位による建築被害と対策、日本建築学会大会（北陸）・基礎構造部門―パネルディスカッション資料, pp.51-70, 2019.
2. 久田嘉章：長周期地震動と高層建築の対策、気象年鑑（2019年版）、気象業務支援センター、pp.9-16、2019
招待講演
1. 久田嘉章: 過去から学び、首都直下地震に備える建物・まちの対策、「首都圏での大地震時のリスク－地盤・建物の被害は？ 災害時の法的対策は？－ 主催：日本建築学会 災害委員会（市民講座WG）」、第24回震災対策技術展（横浜）、2020.2.6.

2. 久田嘉章: 首都圏で想定される震災等による複合災害とレジリエントな防災・減災対策、第24回震災対策技術展（横浜）、2020.2.6. 
3. 久田嘉章: 想定外災害とレジリエンス性能を考慮した建物・地域の対策、公益財団法人鉄道総合技術研究所鉄道地震工学研究センター、第６回Annual Meeting、2019.12.6. 
4. 久田嘉章:サイトスペシフィック地震動の作成、「耐震設計集中講座（高圧ガス保安協会）」、2019.11.26.

5. 久田嘉章:南海トラフ巨大地震と防災対策ー海溝型巨大地震と活断層帯地震による強震動・断層変位とその対策ー、ビューローベリタス 名古屋駅前事務所、2019.11.22.
6. 久田嘉章:断層近傍の建物の設計、日本建設業連合会 耐震専門部会講演会、2019.10.30.
7. 久田嘉章:逃げる必要のない建物とまちを目指して～自助・共助のためにできること～、「耐震フォーラム（東京都）、東京都議会議事堂１階 都民ホール、2019.10.25.
8. 久田嘉章、村上正浩，栗山章，松本唯，宮内佑也：長周期地震動を考慮した超高層建築の応答・被害予測と対応支援システムの開発、「長周期地震動—その生成から構造物の応答、社会の対応まで—（日本地震学会・地震工学会 合同セッション、京都大学）」大会、2019.9.18.
9. 久田嘉章:地表地震断層の断層変位による建築被害と対策、「想定外の自然災害に対して建築基礎構造はどう向き合うべきか？（日本建築学会大会（北陸）・基礎構造部門―パネルディスカッション）」, 2019.9.4.
10. 久田嘉章:2016年熊本地震の地表地震断層の近傍における建物の被害調査と推定される強震動特性、第1回浅部断層モデル化研究会（東京大学地震研究所）、2019.7.30.
11. 久田嘉章:フリングステップの計算手法、および、2016年熊本地震の活断層近傍の強震動と断層ズレによる建物被害の特徴と対策、強震動予測手法高度化のための研究会（地域盤環境研究所 地震防災・解析グループ、大阪・国民会館）、2019.4.8.
口頭発表

1. 田中信也、久田嘉章：2014年長野県北部の地震を対象にした地表地震断層近傍における断層変位を含む地震動評価、日本地震学会（京都大学）、2019.

2. 若目田美冴、加地正明、川野翼、久田嘉章、村上正浩：長周期地震動の予測情報に関する実証実験への取り組みー高層ビルごとの周期別階級表示ツール開発ー、日本地震工学会（京都大学）、2019.
3. 中西真子、久田嘉章：既存超高層建築のリスク評価手法を用いた制振補強による費用対効果に関する研究、日本建築学会（北陸）、2019.
4. 桐生拓実、田中信也、久田嘉章：地表地震断層近傍における長周期成分の評価を目的とした震源モデルの1999年コジャエリ地震への適用性、日本建築学会（北陸）、2019.

5. 佐藤右樹、田中信也、久田嘉章：円形断層モデルに基づく静的変位解を永久変位の予測式　その1 横ずれ断層を対象とした断層平行成分の評価、日本建築学会（北陸）、2019.
6. 田中信也、佐藤右樹、久田嘉章：円形断層モデルに基づく静的変位解を永久変位の予測式　その2 2016年熊本地震における永久変位お再現、日本建築学会（北陸）、2019.

7. 井上佳那子、久田嘉章：長周期地震動による超高層建築の応対・損傷予測と対応と対応支援システムの開発と利活用　その1 長周期地震動による超高層建築の応答・損傷予測アプリ「びるゆれコール」の開発、日本建築学会（北陸）、2019.

8. 久田嘉章: 免震設計部会入力地震動小委員会の活動、「JSSI 第8回技術報告会」、2019.
9. Hisada, Y.: What Is Fling Step? - Its Physics, Theoretical Simulation Method and Applications to Strong Ground Motion Near Surface Fault, 2019 SSA Annual Meeting (Seattle), 2019.

10. Tanaka, S., Hisada, Y.: Characterized Fault Model for Prediction of Long-Period Ground Motions Containing Permanent Displacement in the Near-Fault Region.
外部資金の獲得

1. 久田嘉章、村上正浩：長周期地震動による超高層建築の応答・損傷予測と対応支援システムの開発(研究代表者）、「長周期地震動に関する観測・予測情報の利活用技術開発に関する研究（防災科学技術研究所公募研究）」／2018-2020年度／3,000千円(2019年度分)
各種メディア（新聞・テレビ・ラジオなど）・展示会等で公表

1. 久田嘉章：読売新聞「倒れない木造」にて、新基準、建築基準法についてコメント、2020.1.17. 
2. 久田嘉章：日本経済新聞「超高層、この階の揺れは？　巨大地震で予測アプリ」にて、本学で開発した長周期地震動に対応した高層建物向け防災アプリ「びるゆれコール」を紹介、2019.10.28. 

3. 久田嘉章：日本経済新聞NIKKEIプラス1「くらし探検隊・避難路歩き気づくリスク」にて、コメント、2019.8.10. 

4. 久田嘉章：朝日新聞DIGITAL　瓦落下や墓石倒壊の被害目立つ「短周期の揺れ」影響か　新潟県村上市の地震についてコメント、2019.6.19. 

輩出した博士・修士・学士（博士は氏名・表題・取得年月日、その他は人数のみ）
1. 田中信也、地表地震断層近傍の強震動予測手法の開発と工学的利活用に関する研究（主査：久田嘉章）、2020.3.2.
修士0名　学士10名

その他（報告会・シンポジウムの主催・共催、実験の実施など）
1. 久田嘉章: 日本地震学会・日本地震工学会 特別合同セッション「長周期地震動—その生成から構造物の応答、社会の対応まで—」共同コンビーナ（京都大学）、2019.9.18.
